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C o n t e n t s

　12～13世紀、フィリピンがスペインに支配
されるずっと前に、スールー海やセレベス海を
渡ってイスラム教がミンダナオ島に根付き、各
地の先住民族文化と融合していった。数年前、
こうした地域の一つであるミンダナオ島西部の
ラナオ州を訪ねことがある。巨人がいるという
伝説をもつフィリピンで2番目に大きな湖があ
り、マラナオ族（湖の人びと）が住む地域だ。穏
やかな湖面を見ていると悠久の歴史が蘇るよう
だった。湖畔で女性たちが民芸品を売っていた。
この布はマラナオ族に伝わる織物で、金糸を使
うことが特徴だと聞いた。街中で見かける年配
の女性たちは金ピカの鮮やかな衣装を普段着に
していた。長年ネグロス島に滞在し、キリスト
教文化に慣れてしまっていた私は、御殿のよう
なモスクやコーランの音色に「ここは本当にフ
ィリピン？」と戸惑ったことを覚えている。

（大橋成子）
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地球カレンダーが教えてくれること
◎長倉徳生

03 【特集】

先住民族の権利からみえる
日本・アジア・世界
先住民族とその権利からみえる世界
―「近代」の原理に抗して◎上村英明
REPORT

ラポロアイヌネイション
「サケ裁判」は問いかける◎平田剛士

奪われた権利、取り戻す生活
コロナ禍で海に回帰するタイのモーケン人◎鈴木佑記

09 【COLUMN】
［東ティモール見聞録⑤］
伝統織物・タイスが無形文化遺産に登録
◎松村優衣子

［続まだまだ韓流⑤］
『SKYキャッスル～上流階級の妻たち～』
◎佐相洋子

10 【Topics】
01-難民の人びとを歓迎できる社会に！
　 ◎有川憲治

02-アフガニスタンで挑む、
　 地域に根ざしたNGO活動
　 ◎加藤真希

12 【PtoP“最前線”】
エコシュリンプ事業
30年間の歩み
◎黒岩竜太

14 【Voice from APLA partners】
番外編
ぽこぽこバナナプロジェクト動き出しています！

15 事務局だより

16 【撮っておきアジア】
バングラデシュ◎日下部尚徳

　
月
31
日
の
午
前
10
時
40

分
。
１
年
の
最
後
の
日

が
始
ま
り
、
寒
さ
を
我

慢
し
な
が
ら
窓
ふ
き
な
ど
大
掃
除
に

追
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
あ

の
人
に
年
賀
状
書
い
た
か
な
〜
」
な

ど
と
気
に
し
な
が
ら
。

　

地
球
が
誕
生
し
て
か
ら
の
時
間
、

46
億
年
を
１
年
に
直
し
て
み
る
と
、

私
た
ち
人
類
が
登
場
し
た
の
が
午
前

10
時
40
分
、
こ
の
時
間
な
ん
だ
そ
う

先
住
民
族
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
て
、
み
な
さ
ん

は
何
を
思
い
浮
か
べ
る

だ
ろ
う
か
。
典
型
的
な
一
例
と
し
て
、

で
す
。
現
代
人
の
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス

が
誕
生
す
る
の
は
も
う
少
し
後
で
、

午
後
11
時
37
分
。
こ
こ
か
ら
先
は
あ

っ
と
い
う
間
で
、
除
夜
の
鐘
を
聞
き

な
が
ら
年
明
け
を
迎
え
、「
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

家
族
で
あ
い
さ
つ
を
神
妙
に
、
ま
た

は
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
た
り
し
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
は
３
６
４
日
と
数
時

間
は
私
た
ち
人
類
が
存
在
せ
ず
、
そ

の
他
の
生
物
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

北
米
大
陸
に
住
む「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」

と
総
称
さ
れ
る
諸
集
団
を
思
い
浮
か

べ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら

ど
ん
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　
「
地
球
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
る
も
の

を
少
し
見
て
み
ま
す
。１
月
12
日「
原

始
地
球
に
天
体
が
衝
突
し
地
球
と
月

が
分
離
」
と
あ
り
ま
す
。
月
っ
て
地

球
か
ら
分
か
れ
た
ん
で
す
か
。
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
２
月
25
日
「
最
初

の
民
族
は
、
頭
に
羽

飾
り
を
付
け
、
平
原

で
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
を

狩
る
「
原
始
的
な
狩

猟
民
」
の
集
団
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち

が
北
米
に
入
植
し
、
西
部
に
「
近
代

的
な
開
拓
地
」
を
広
げ
る
に
従
い
、

や
が
て
駆
逐
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い

う「
イ
メ
ー
ジ
」
だ
ろ
う
。
こ
の「
イ

の
原
始
生
命
が
誕
生
」
と
あ
り
ま
す
。

意
外
と
早
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
５
月

31
日
「
光
合
成
を
行
う
シ
ア
ノ
バ
ク

テ
リ
ア
が
登
場
」
し
て
、
や
っ
と
地

球
上
に
酸
素
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

　

時
間
は
ず
っ
と
飛
び
ま
す
が
11
月

20
日
「
魚
類
が
出
現
」
し
ま
す
。
こ

の
時
点
で
は
陸
地
に
植
物
は
ま
だ
な

く
、
11
月
28
日
に
な
っ
て
「
植
物
が

陸
地
へ
進
出
」
と
あ
り
ま
す
。
続
い

て
11
月
29
日
に
「
魚
類
か
ら
両
生
類

が
分
か
れ
て
陸
へ
」
上
が
り
ま
す
。

こ
の
辺
は
動
き
が
早
い
で
す
ね
。
と

は
い
え
カ
レ
ン
ダ
ー
の
８
日
が
１
億

年
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
壮
大
な
時

間
な
の
で
す
が
。

　

私
た
ち
が
誕
生
す
る
午
後
11
時
37

分
ま
で
の
間
、
自
然
の
奇
跡
の
よ
う

な
営
み
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
大
き

く
時
間
の
流
れ
を
見
た
と
き
、
な
ん

メ
ー
ジ
」
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

の
「
ウ
ェ
ス
タ
ン
リ
バ
ー
鉄
道
」
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、
日
本

で
も
依
然
と
し
て
普
通
か
も
し
れ
な

い
。

　

良
く
知
ら
れ
た
民
族
だ
け
で
も
、

ナ
バ
ホ
、
ス
ー
、
ア
パ
ッ
チ
、
シ
ャ

イ
ア
ン
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
、
セ
ミ
ノ
ー

ル
、
モ
ヒ
カ
ン
、
ワ
ン
パ
ノ
ア
グ
な

ど
の
集
団
が
あ
る
。
一
定
、
先
ほ
ど

と
人
類
と
は
小
さ
な
存
在
な
の
か
と

感
じ
ま
す
。
そ
れ
が
紅
白
も
終
わ
る

こ
ろ
に
な
っ
て
出
て
き
た
私
た
ち
が
、

現
在
な
ん
と
大
き
な
顔
を
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る

と
、
気
候
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る

災
害
が
頻
繁
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
地

球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す
二
酸
化
炭

素
な
ど
を
経
済
活
動
に
よ
っ
て
増
や

し
、
気
候
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
短
期
間
に
ひ
ど
い
こ
と
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ど
こ
か
ら
か
忠
告
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
で
す
。「
あ
な
た
た
ち
は
ち
っ

ぽ
け
な
存
在
な
の
だ
。
思
い
あ
が
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
に
許

さ
れ
た
可
能
性
の
中
で
幸
せ
に
暮
ら

し
な
さ
い
」
と
。 

■

の
平
原
に
関
連
す
る
「
イ
メ
ー
ジ
」

に
つ
な
が
る
の
は
、
ス
ー
、
ア
パ
ッ

チ
、
シ
ャ
イ
ア
ン
な
ど
の
諸
民
族
で
、

ナ
バ
ホ
民
族
は
農
耕
民
、
モ
ヒ
カ
ン

や
ワ
ン
パ
ノ
ア
グ
は
森
林
地
帯
、
セ

ミ
ノ
ー
ル
は
湖
沼
地
帯
を
生
活
の
基

盤
と
し
た
民
族
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば

か
り
で
な
く
、
ワ
ン
パ
ノ
ア
グ
の
首

長
マ
サ
ソ
イ
ト
は
、
英
国
か
ら
メ
イ

フ
ラ
ワ
ー
号
で
大
陸
に
つ
い
た
ば
か

り
で
飢
餓
に
瀕
し
て
い
た
「
ピ
ル
グ

リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
」
に
生
活
の

術
を
指
導
、
援
助
し
た
こ
と
で
有
名

で
、
現
在
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

は
彼
の
名
前
に
由
来
し
た
も
の
で
あ

り
、「
感
謝
祭
」
の
起
源
も
こ
こ
に

あ
る
。

　

と
も
か
く
、「
先
住
民
族
」
の
典

型
と
考
え
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
で

は
、
入
植
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
突

然
現
れ
、
そ
こ
に
自
ら
の
帝
国
の
植

民
地
を
形
成
し
て
、
も
と
も
と
そ
こ

に
住
ん
で
い
た
住
民
に
さ
ま
ざ
ま
な

「
支
配
」
を
展
開
し
た
。
そ
の
点
で

い
え
ば
、「
先
住
民
族
」
は
、
近
代

植
民
地
主
義
の
嚆
矢
と
い
え
る
１
４

９
２
年
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
「
ア
メ
リ

カ
大
陸
到
達
」
以
来
の
犠
牲
者
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
は
、
そ
の
後
に
世

界
各
地
で
展
開
す
る
近
代
植
民
地
主

義
の
最
初
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
も
い

え
る
。

地
球
カ
レ
ン
ダ
ー
が

教
え
て
く
れ
る
こ
と

長
倉
徳
生
／
な
が
く
ら
・
の
り
お

カ
サ
マ
フ
ィ
ル
ム
代
表

48

12

コロナ禍が市場経済の脆さを露わにし、気候変動がその持続可能性を揺るがすな
か、資本主義の見直しが唱えられるようになりました。ポスト資本主義のあり方を
考える時に、世界各地の先住民族の営みはヒントに溢れています。それは、先住民
族が「権利」という言葉のもとに、資本主義の波から自らの暮らし方を守り、その
結果として近代世界の原理に対する挑戦を突きつけてきたためです。今回の特集
では、未来の道標として、今日における先住民族の権利を守るたたかいとその困難
に学びます。（編集部）

特集

先住民族の
権利からみえる
日本・アジア・世界

先
住
民
族
と
そ
の
権
利
か
ら
み
え
る
世
界

─
「
近
代
」の
原
理
に
抗
し
て

上
村
英
明
／
う
え
む
ら
・
ひ
で
あ
き

市
民
外
交
セ
ン
タ
ー
共
同
代
表
、
梨
の
木
ピ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
共
同
代
表
、
恵
泉
女
学
園
大
学
教
員

国連で演説する北米クリー民族のWilton Littlechild氏。
国連人権機関で要職を務めた他、国内では弁護士である。（国連広報局提供）
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ま
ず
は
一
人
の
若
い
ア
イ
ヌ
の

声
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
「
昨
年
は
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
な

丸
木
舟
を
会
員
の
み
ん
な
で
作
り
、

こ
の
丸
木
舟
を
使
っ
て
浦う

ち

幌ほ
ろ

十と

勝か
ち

川が
わ

で
１
６
０
尾
以
上
の
サ
ケ
を
捕
獲
し

ま
し
た
。
漁
師
と
し
て
海
で
は
サ
ケ

を
獲
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
イ
ヌ
と
し

て
、
私
の
先
祖
と
同
じ
よ
う
に
川
で

サ
ケ
を
獲
る
こ
と
は
、
全
く
違
う
と

い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
川
で
の

サ
ケ
の
捕
獲
は
ア
イ
ヌ
の
文
化
そ
の

も
の
で
、
サ
ケ
の
捕
獲
に
ア
イ
ヌ
と

し
て
の
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
先
祖

と
同
じ
よ
う
に
サ
ケ
を
獲
り
、
神

に
祈
り
、
カ
ム
イ
ノ
ミ
を
し
な
が
ら
、

植
民
地
解
放
と
人
権
保
障

─
「
先
住
」の
考
え
方
と
近
代
国
家
の
責
任

　

他
方
、
１
９
４
５
年
の
国
際
連
合

（
以
下
、
国
連
）
の
成
立
以
来
、「
普
遍

的
人
権
の
保
障
」
と
「
植
民
地
の
解

放
」
は
、
国
際
社
会
の
基
本
理
念
と

な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
悲
惨

な
状
況
の
原
因
で
あ
る
全
体
主
義
の

内
実
は
、「
恣
意
的
な
人
権
保
障
」、

「
人
権
侵
害
」、「
植
民
地
の
獲
得
競

争
」
な
ど
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
、
１
９
８
０
年
代

か
ら
、「
先
住
民
族
」
は
国
連
の
人

権
保
障
制
度
の
大
き
な
対
象
者
の
一

つ
と
な
っ
た
。

　

で
は
、
人
権
問
題
と
し
て
の
「
先

住
民
族
」
に
誰
が
責
任
を
負
う
べ
き

な
の
だ
ろ
う
か
。
後
か
ら
入
植
者
を

送
り
込
み
、
植
民
地
を
形
成
し
、
搾

取
や
支
配
を
行
っ
た
北
米
で
あ
れ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
中
南
米
で

あ
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
政
府
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ら
の
政
府
に
責
任
が
な
い
と
は
い

え
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
国
際
社

会
は
そ
う
は
考
え
な
い
。「
先
住
民

族
」
問
題
に
責
任
を
負
う
べ
き
は
、

北
米
で
い
え
ば
カ
ナ
ダ
や
合
衆
国
政

府
、
中
南
米
で
い
え
ば
メ
キ
シ
コ
か

ら
チ
リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
至
る
現

存
の
諸
政
府
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
先

『
俺
は
ア
イ
ヌ
だ
』
と
体
が
震
え
ま

し
た
。
ア
イ
ヌ
と
し
て
誇
り
を
も
っ

て
生
き
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
に
和

人
と
は
違
う
、
サ
ケ
を
捕
獲
す
る
権

利
が
絶
対
に
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　

２
０
２
１
年
３
月
４
日
、
札
幌
地

方
裁
判
所
の
法
廷
で
、
ラ
ポ
ロ
ア
イ

ヌ
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
長な

が

根ね

弘こ
う

喜き

会
長
が

語
っ
た
言
葉
で
す
。
ラ
ポ
ロ
ア
イ
ヌ

ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
北
海
道
十
勝
地
方

浦
幌
町
に
す
む
ア
イ
ヌ
10
人
と
そ
の

家
族
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
。
20

年
８
月
、「
自
分
た
ち
に
は
地
元
の

浦
幌
十
勝
川
で
サ
ケ
漁
を
す
る
権
利

が
あ
る
」
と
主
張
し
、
そ
の
こ
と
の

確
認
を
求
め
て
、
日
本
国
と
北
海
道

住
」
の
民
族
と
は
、
欧
州
帝
国
主
義

に
よ
る
植
民
地
の
形
成
以
前
に
居
住

し
て
い
た
人
た
ち
を
意
味
す
る
の
で

は
な
い
。
そ
の
地
域
に
近
代
国
家
が

形
成
さ
れ
た
時
、
そ
こ
に
そ
れ
以
前

か
ら
住
ん
で
い
た
人
た
ち
の
子
孫
で
、

そ
の
近
代
国
家
に
一
方
的
に
組
み
込

ま
れ
、
植
民
地
支
配
を
受
け
て
き
た

人
び
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
合
衆

国
や
カ
ナ
ダ
、
ボ
リ
ビ
ア
や
ブ
ラ
ジ

ル
が
近
代
国
家
と
し
て
形
成
さ
れ
た

時
に
、
一
方
的
に
か
つ
土
地
や
資
源

ご
と
、
そ
の
国
家
に
組
み
込
ま
れ
支

配
を
受
け
、
差
別
や
搾
取
の
犠
牲
と

な
っ
た
人
び
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
も
「
先
住
民
族
」

を
相
手
取
っ
て
、
札
幌
地
裁
に
提
訴

し
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
先
住
権
を
め
ぐ
る
最
先

端
の
司
法
手
続
き
で
あ
り
、
非
常
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
、
か
つ
、
ア
イ
ヌ

民
族
に
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
と
り
わ

け
北
海
道
に
住
ん
で
い
る
和
人
に
と

っ
て
、
き
わ
め
て
当
事
者
性
の
高
い

裁
判
で
す
。

発
端
は「
明
治
２
年
８
月　

日
」

　

ア
イ
ヌ
は
〈
日
本
列
島
北
部
周
辺
、

は
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
地
域
で
も
、
１
９
８
０
年

代
後
半
か
ら
、
多
く
の
民
族
集
団
が

「
先
住
民
族
」
と
名
乗
り
、
権
利
運

動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
日
本
は
ア
ジ
ア
地
域

に
存
在
す
る
国
家
だ
が
、「
先
住
民

族
」
に
は
ア
イ
ヌ
民
族
と
琉
球
民
族

が
い
る
。
日
本
の
近
代
国
家
形
成

は
、
１
８
６
８
年
の
明
治
維
新
に
よ

る
。
そ
れ
ま
で
、
江
戸
時
代
の
外
交

政
策
は
、
１
６
３
９
年
の
鎖
国
令
か

ら
１
８
５
４
年
の
日
米
和
親
条
約
ま

で
、「
海
禁
政
策（
鎖
国
政
策
）」
で
、 

外
交
の
窓
口
は
、「
長
崎
口
」、「
対

馬
口
」、「
薩
摩
口
」、「
松
前
口
」
の

４
つ
が
あ
っ
た
。
そ
の
外
に
は
、
中

国
・
オ
ラ
ン
ダ
、
朝
鮮
、
琉
球
、
蝦

夷
と
い
う
外
国
が
あ
っ
た
が
、
１
８

６
９
年
に
は
蝦
夷
地
が
「
北
海
道
」

と
し
て
、
ま
た
１
８
７
９
年
に
は
琉

球
国
が
「
沖
縄
県
」
と
し
て
軍
事
力

を
背
景
に
一
方
的
に
日
本
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
。
ア
イ
ヌ
民
族
や
琉
球
民

族
が
「
先
住
民
族
」
を
主
張
す
る
原

点
に
は
こ
の
歴
史
的
事
実
が
あ
り
、

日
本
政
府
は
２
０
０
８
年
に
ア
イ
ヌ

民
族
、
国
連
は
同
じ
く
２
０
０
８
年

に
琉
球
民
族
を
「
先
住
民
族
」
と
認

め
て
い
る
。
そ
の
点
、
１
９
４
０
年

代
以
降
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ

と
り
わ
け
北
海
道
の
先
住
民
族
〉

（
19
年
施
行
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
第
１
条
）
で
す
。

そ
の
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
が
、
だ
れ
よ

り
〝
先
に
住
ん
で
〞
い
た
の
か
と
い

え
ば
、
そ
れ
は
南
方
の
日
本
か
ら
渡

来
し
た
ガ
バ
ナ
ー
（
統
治
者
）
と
入
植

者
た
ち
、
つ
ま
り
和
人
で
す
。
ア
イ

ヌ
と
和
人
の
関
係
史
上
、
重
要
な

記
念
日
を
ひ
と
つ
だ
け
挙
げ
る
と
し

た
ら
、「
明
治
２
年
８
月
15
日
」
を

シ
ュ
な
ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
、
そ
し
て
、

１
９
６
０
年
代
以
降
の
ア
フ
リ
カ
諸

国
の
独
立
や
近
代
国
家
形
成
の
検
証

が
、「
先
住
民
族
」
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
。

「
先
住
民
族
」の
権
利
主
張

─
「
民
族
」と
い
う
政
治
的
主
体
性

　
「
先
住
民
族
」
は
、
植
民
地
形
成

の
初
期
か
ら
、
そ
の
犠
牲
者
で
あ
っ

た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
な
ぜ
多
く
の
人

び
と
の
関
心
を
呼
ば
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、「
近

代
社
会
」
の
持
つ
原
則
と
大
き
く
外

れ
た
文
化
や
世
界
観
を
持
っ
て
い
た

か
ら
と
言
っ
て
い
い
。「
近
代
社
会
」

の
特
徴
を
ざ
っ
く
り
と
示
せ
ば
、
貨

幣
を
使
っ
た
評
価
シ
ス
テ
ム（
貨
幣

経
済
）
の
拡
大
と
市
場
競
争
原
理
の

選
び
ま
し
ょ
う
か
。
旧
暦
を
西
暦
に

直
す
と
１
８
６
９
年
９
月
20
日
。
日

本
政
府
が
、
そ
れ
ま
で
「
蝦え

夷ぞ

地ち

」、

つ
ま
り
「
ア
イ
ヌ
の
地
」
と
呼
ん
で

い
た
北
方
の
大
島
に
、
北
海
道
と
名

前
を
つ
け
な
お
し
、
11
国
86
郡
の
行

政
区
画
を
敷
い
て
、「
き
ょ
う
か
ら

こ
の
島
は
日
本
の
領
土
だ
」
と
宣
言

し
た
日
で
す
。
現
在
も
使
用
頻
度
の

高
い
渡お

島し
ま

・
後し

り
べ
し志

・
石い

し

狩か
り

・
天て

塩し
お

・
北き

た

見み

・
胆い

振ぶ
り

・
日ひ

高だ
か

・
十
勝
・
釧く

し

路ろ

・
根ね

室む
ろ

・
千ち

島し
ま

の
漢
字
地
名
は
、
こ
の
時

に
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
に
す
で
に
、
江
戸
幕
府

政
権
下
の
和
人
商
社（
場ば
し
ょ
う
け
お
い
に
ん

所
請
負
人
）

に
よ
る
事
実
上
の
奴
隷
支
配
が
そ
う

と
う
進
ん
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
ア

イ
ヌ
人
口
を
激
減
さ
せ
た
り
も
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
基
本
的
に
は
日
本

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
外
に
い
て
、
自

分
た
ち
の
や
り
方
で
暮
ら
し
て
き
た

ア
イ
ヌ
民
族
に
、
一
言
の
断
り
も
説

明
も
な
く
、
日
本
政
府
自
身
が
こ
の

徹
底
で
あ
り
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
は
そ
の
究
極
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
う
し
た
近
代
社
会
の
持
つ「
開
発
・

発
展
」
の
思
想
に
よ
っ
て
、「
先
住

民
族
」
の
文
化
や
世
界
観
は
、「
未

開
や
野
蛮
」
と
決
め
つ
け
ら
れ
、
彼

ら
は
「
滅
び
ゆ
く
民
族
」
と
さ
れ
た
。

多
く
の
地
域
で
、
戦
争
が
仕
掛
け
ら

れ
、
虐
殺
や
奴
隷
化
が
行
わ
れ
た
。

一
定
の
反
省
が
行
わ
れ
た
後
に
は
、

「
民
族
性
」
そ
の
も
の
を
解
体
す
る

強
制
同
化
政
策
が
取
っ
て
代
わ
り
、

国
際
社
会
で
人
権
保
障
の
対
象
に
な

っ
た
の
は
、
わ
ず
か
１
９
８
０
年
代

の
こ
と
で
あ
る
。
逆
を
い
え
ば
、「
先

住
民
族
」
の
文
化
や
世
界
観
が
近
代

の
こ
う
し
た
思
想
に
抗
っ
た
が
故
に
、

彼
ら
が
「
近
代
」
の
見
直
し
や
反
グ

ロ
ー
バ
ル
化
運
動
の
象
徴
と
さ
れ
る

レ
ポ
ー
ト

R
e
p
o
r
t

ラ
ポ
ロ
ア
イ
ヌ
ネ
イ
シ
ョ
ン

「
サ
ケ
裁
判
」は
問
い
か
け
る

平
田
剛
士
／
ひ
ら
た
・
つ
よ
し

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
記
者

こ
と
も
多
い
。

　

と
も
か
く
、「
先
住
民
族
」
の
中

心
的
な
希
望
は
、
こ
れ
ま
で
無
視
さ

れ
て
き
た
「
政
治
的
主
体
性
」
の
回

復
で
あ
り
、こ
の
回
復
は
同
時
に「
歴

史
的
主
体
性
」
の
確
認
で
も
あ
る
。

そ
の
点
、「
先
住
民
族
」
は
、
人
類

学
者
の
い
う
文
化
性
の
視
点
か
ら
み

た
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
」
と

し
て
の
民
族
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

政
治
学
や
国
際
法
学
が
い
う
政
治
性

や
歴
史
性
を
軸
と
し
た
「
ネ
イ
シ
ョ

ン
／
ピ
ー
プ
ル
ズ
」
と
し
て
の
民
族

で
あ
り
、
長
い
歴
史
を
も
つ
「
民
族

の
自
己
決
定
権
」
の
主
体
で
あ
る
。

カ
ナ
ダ
の
「
先
住
民
族
」
は
、
自
ら

を
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
」

と
呼
び
、鮭
の
漁
業
権
を
訴
え
た「
北

海
道
」
浦
幌
の
ア
イ
ヌ
集
団
は
、「
ラ

ポ
ロ
ア
イ
ヌ
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
と
自
称

し
て
い
る
。
保
守
的
な
人
類
学
者
や

ネ
ト
ウ
ヨ
の
中
に
は
、
先
住
民
族
を

彼
ら
の
定
義
に
照
ら
し
「
民
族
」
の

体
を
な
し
て
い
な
い
と
言
い
が
か
り

を
つ
け
る
者
が
い
る
。
し
か
し
、
長

年
強
制
同
化
政
策
に
さ
ら
さ
れ
て
き

た
人
び
と
を
そ
の
規
準
で
計
る
の
は
、

そ
れ
自
体
間
違
い
で
あ
り
、
帝
国
主

義
や
植
民
地
主
義
へ
の
反
省
の
な
い

発
想
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
近
代
」の
基
本
理
念
を
再
検
証
し
、

公
正
な
多
文
化
主
義
を
実
践
す
る
手

段
と
し
て
、「
先
住
民
族
の
権
利
」

へ
の
理
解
は
、
す
べ
て
の
市
民
に
不

可
欠
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
■

アシㇼチェㇷ゚ノミ（新しいサケを迎える儀式）で、捕った
ばかりのサケにナイフを入れる長根弘喜・ラポロアイヌ
ネイション会長。
2020年９月20日、浦幌十勝川畔で撮影。

国連会議に参加した世界各地の先住民族と事務総長のパン・ギムン氏。
アジア・アフリカからの参加者も多い。（国連広報局提供）

先住民族に関する国連特別総会に出席したアイヌ民族・琉球民族
の代表（市民外交センター提供）
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タ
イ
に
は
山
間
部
を
中
心
に
少

数
民
族
が
多
く
暮
ら
し
て
い

る
。
い
わ
ゆ
る
山
地
民
と
呼
ば
れ
る

人
び
と
で
あ
る
。
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍

に
至
る
前
ま
で
は
、
多
く
の
外
国
人

観
光
客
が
彼
ら
の
姿
を
「
見
物
」
し

に
タ
イ
北
部
へ
訪
れ
て
い
た
。
な
か

で
も
、「
首
長
族
」
と
蔑
称
で
呼
ば

れ
る
カ
ヤ
ン
人
女
性
を
目
当
て
に
す

る
者
が
多
い
。
し
か
し
、
彼
女
ら
が

も
と
も
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
住
ん
で
お

り
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
タ
イ
国
境

沿
い
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
移
動
し
、

そ
こ
か
ら
タ
イ
北
部
各
地
の
観
光
村

に
「
強
制
移
住
」
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

を
知
る
訪
問
客
は
少
な
い
。
他
の
山

「
北
海
道
内
国
化
宣
言
」
を
や
っ
て

し
ま
っ
た
。「
き
ょ
う
か
ら
君
た
ち

も
日
本
人
だ
、
天
皇
陛
下
の
臣し

ん

民み
ん

だ
、

あ
り
が
た
く
思
い
た
ま
え
」
と
│
│
。

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト（
て

い
ね
い
な
説
明
に
基
づ
く
合
意
形
成
）
も

何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
、
き
ょ
う
現
在
ま
で
続
く
遺

恨
の
発
端
と
い
っ
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
の
ア
イ
ヌ
人
口
は
、
数
万
と

も
、
潜
在
的
に
は
数
十
万
に
及
ぶ
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
３
０
年

代
ま
で
は
北
海
道
庁
が
ア
イ
ヌ
と
和

人
を
分
け
て
戸
口
調
査（
現
在
の
国
勢

調
査
）
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
あ
と
公
的
な
人
口
調
査
は
中
断
し

た
ま
ま
で
す
。
現
在
の
北
海
道
人
口

は
５
３
８
万
人
あ
ま
り
。
20
世
紀
末

ま
で
１
０
０
年
以
上
続
い
た
同
化
政

地
民
も
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
19

世
紀
後
半
以
降
に
タ
イ
国
内
に
入
っ

て
き
た
「
後
住
」
民
族
で
あ
る
。
現

在
で
は
タ
イ
の
国
籍
を
取
得
し
、
山

地
か
ら
平
地
に
降
り
て
き
て
、
タ
イ

人
と
同
様
の
生
活
を
送
る
者
も
珍
し

く
な
い
。
も
は
や
住
む
場
所
を
指
標

に
し
て
集
合
的
な
民
族
名
を
使
う
こ

と
は
、
以
前
に
比
べ
る
と
そ
の
妥
当

性
は
低
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。

　

そ
こ
で
２
０
０
０
年
代
か
ら
タ
イ

で
頻
繁
に
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
っ

た
言
葉
が
先
住
民
族（
チ
ョ
ン
パ
オ
・

プ
ー
ン
ム
ア
ン
ま
た
は
チ
ョ
ン
パ
オ
）
で

あ
る
。
多
数
派
を
占
め
る
タ
イ
族
よ

策
は
止
ま
っ
た
も
の
の
、
圧
倒
的
多

数
派
を
占
め
る
和
人
側
か
ら
の
差
別

攻
撃
や
ヘ
イ
ト
・
ク
ラ
イ
ム
が
恐
く

て
、
自
分
は
ア
イ
ヌ
だ
と
な
か
な
か

言
い
出
せ
な
い
社
会
状
況
が
続
い
て

い
る
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

狙
わ
れ
た
サ
ケ
資
源

　

１
８
６
９
年
の
日
本
政
府
に
よ
る

北
海
道
内
国
化
に
、
こ
の
大
島
の

「
無む

蓋が
い

の
宝
庫
と
う
た
わ
れ
た
天
然

資
源
」（
昭
和
初
期
の
北
海
道
庁
報
告
書
の

表
現
）
を
わ
が
も
の
に
し
よ
う
と
い

う
思
惑
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
お
お
む
ね
北
緯
40
度
線
以

北
で
し
か
捕
れ
な
い
サ
ケ
は
、
中
で

も
最
重
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
し
た
。
政

府
は
サ
ケ
繁
殖
河
川
の
河
口
部
な
ど

で
、
近
代
的
な
漁
具
を
投
入
し
て
の

大
量
漁
獲
を
奨
励
す
る
一
方
、
早
く

り
も
「
後
住
」
で
は
あ
る
が
、
彼
ら

が
生
活
の
場
と
し
て
こ
な
か
っ
た
山

間
部
に
先
に
住
み
着
い
た
と
い
う
意

味
で
は
「
先
住
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

２
０
０
８
年
か
ら
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
主
導

し
て「
先
住
民
族
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
毎
年
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
に
は
山
地
民
だ
け
で
な
く
、
筆

者
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
海
民
も

参
加
し
て
い
る
。
現
在
で
は
国
際
的

な
先
住
民
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
も
結

び
つ
き
を
強
め
、
タ
イ
全
土
の
様
々

な
民
族
が
先
住
民
族
と
い
う
名
の
も

と
に
結
集
し
、
自
ら
の
権
利
を
社
会

へ
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
海
民
の
モ
ー

ケ
ン
人
と
い
う
先
住
民
族
で
あ
る
。

か
つ
て
の
海
上
生
活

　

モ
ー
ケ
ン
人
が
暮
ら
す
の
は
マ
レ

ー
半
島
西
岸
の
ア
ン
ダ
マ
ン
海
域
で

あ
る
。
同
海
域
に
は
入
り
組
ん
だ
入

江
と
島
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
お
り
、

も
１
８
７
０
年
代
か
ら「
資
源
保
護
」

を
名
目
に
内
陸
河
川
で
の
サ
ケ
漁
を

規
制
し
始
め
ま
す
︿
年
表
参
照
﹀。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
た
先
住
民
族
に

相
談
な
し
の
一
方
的
な
し
わ
ざ
で
し

た
。
著
名
な
ア
イ
ヌ
の
言
論
人
、
萱か

や

野の

茂し
げ
るさ

ん（
１
９
２
６
〜
２
０
０
６
）
の

言
葉
を
引
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
ア
イ
ヌ
民
族
が
死
に
絶
え
る
こ

と
な
く
、
生
き
続
け
て
こ
れ
た
理
由

の
一
つ
に
、
食
糧
を
十
分
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
食
糧
と
は
、
鮭
と
鹿
の
肉

で
す
。
だ
か
ら
ア
イ
ヌ
は
鮭
を
大
切

に
し
、
自
然
の
摂
理
に
従
っ
て
捕
獲

し
た
の
で
す
。
…
…
家
族
が
食
べ
る

分
だ
け
毎
日
獲
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

鮭
が
減
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と

を
ア
イ
ヌ
自
身
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
鮭
が
減
っ
た
の
は
、
シ
ャ

モ（
和
人
）
の
乱
獲
が
原
因
な
の
で
す
。

シ
ャ
モ
は
自
分
た
ち
が
つ
く
り
出
し

た
責
任
を
ア
イ
ヌ
に
押
し
付
け
た
わ

け
で
す
。
…
…
シ
ャ
モ
が
つ
く
っ
た

鮭
の
禁
漁
な
ど
と
い
う
法
律
は
、
鮭

を
あ
て
に
し
て
生
活
し
て
き
た
ア
イ

ヌ
に
と
っ
て
は
『
死
ね
』
と
い
う
よ

う
な
法
律
で
す
」（
萱
野
茂
・
田
中
宏
編

『
ア
イ
ヌ
民
族
ト゚
ン
叛
乱　

二
風
谷
ダ
ム
裁

判
の
記
録
』）

　

明
治
初
期
に
始
ま
る
日
本
政
府
の

川
サ
ケ
漁
規
制
は
、
各
地
の
ア
イ
ヌ

古
く
は
舟
に
乗
っ
て
各
地
を
転
々
と

し
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
領
に
約
２
０
０
０
人
、
タ
イ
領

に
約
８
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
彼
ら
の
暮
ら
し
を
成
り

立
た
せ
て
き
た
の
は
海
産
物
で
あ
る
。

自
家
消
費
用
の
魚
介
類
を
獲
る
こ
と

の
ほ
か
、
販
売
用
な
い
し
物
々
交
換

用
の
ナ
マ
コ
や
鼈
甲（
タ
イ
マ
イ
と
い

う
種
類
の
海
亀
の
甲
羅
）、
フ
カ
の
ヒ

レ
や
ツ
バ
メ
の
巣
な
ど
を
採
捕
し
て

き
た
。
他
の
狩
猟
採
集
民
と
同
じ
よ

う
に
、
資
源
を
求
め
る
な
か
で
広
範

囲
に
わ
た
る
移
動
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
の
存
在

に
深
刻
な
影
響
を
も
た

ら
し
つ
つ
強
化
の
一
途

を
た
ど
り
、
現
行
の
水

産
資
源
保
護
法
に
も
ハ

ッ
キ
リ
こ
う
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。〈
第
25

条　

内
水
面
に
お
い
て

は
、
溯さ

く

河か

魚
類
の
う
ち

さ
け
を
採
捕
し
て
は
な

ら
な
い
〉
│
│
。

　

１
９
８
６
年
以
降
、

北
海
道
知
事
が
例
外
的

に
、
儀
式
や
技
術
伝
承

向
け
の
「
特
別
採
捕
」

を
、
申
請
す
る
ア
イ
ヌ

団
体
に
許
可
し
始
め
ま
す
。
冒
頭
で

長
根
さ
ん
が
語
っ
た
ラ
ポ
ロ
ア
イ
ヌ

ネ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
る
１
６
０
尾
あ
ま

り
の
川
サ
ケ
捕
獲（
20
年
）
は
、
こ
の

許
可
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
。
し
か

し
条
件
は
ご
く
厳
し
く
、
た
と
え
ば

浦
幌
町
を
含
む
十
勝
沿
岸
３
漁
協
の

同
年
の
サ
ケ
商
業
漁
獲
量
は
約
42
万

尾
だ
っ
た
と
知
れ
ば
、
地
元
ア
イ
ヌ

へ
の
許
可
枠
の
小
さ
さ
が
お
分
か
り

で
し
ょ
う
。

歴
史
的
不
正
義
に
対
峙
す
る

　
〈
明
治
以
降
の
日
本
政
府
に
よ
る

ア
イ
ヌ
諸
集
団
の
サ
ケ
漁
を
禁
止
す

る
合
法
的
理
由
は
現
在
に
至
る
も
全

く
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
か
え

が
確
か
め
ら
れ
る
最
古
の
文
献
が
１

８
２
５
年
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
今

か
ら
２
０
０
年
程
前
に
は
モ
ー
ケ
ン

人
が
ア
ン
ダ
マ
ン
海
域
を
生
活
の
場

と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

そ
の
当
時
の
同
海
域
は
タ
イ
人
や
ビ

ル
マ
人
が
生
活
の
拠
点
と
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
意
味
で
モ

ー
ケ
ン
人
は
山
地
民
同
様
に
先
住
民

族
だ
と
い
え
る
。

　

長
い
間
ア
ン
ダ
マ
ン
海
を
生
活
圏

と
し
て
き
た
主
要
な
民
族
は
モ
ー
ケ

ン
人
で
あ
る
が
、
他
民
族
と
の
交
流

が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
例
え
ば
、
タ
イ
で
山
地
民
と
し

て
有
名
な
カ
レ
ン
人
と

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
領
で

は
隣
接
地
域
に
暮
ら
す

こ
と
が
多
く
、
道
具
を

譲
り
受
け
た
り
、
キ
リ

ス
ト
教
を
布
教
さ
れ
た

り
と
い
っ
た
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他

に
も
、
海
産
物
を
物
々

交
換
す
る
相
手
と
し
て

中
国
人
や
マ
レ
ー
人
の

存
在
が
１
８
０
０
年
代

か
ら
１
９
０
０
年
代
前

半
ま
で
の
文
書
に
多
く

記
さ
れ
て
い
る
し
、
ア

ラ
ブ
人
に
雇
用
さ
れ
て

真
珠
を
採
捕
し
て
い
た

っ
て
違
法
〉〈
原
告
は
浦
幌
町
に
江
戸

時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
複
数
の
コ

タ
ン（
集
落
＝
引
用
者
注
）
が
自
ら
の
支

配
領
域
内
に
お
い
て
独
占
的
・
排
他

的
に
有
し
て
い
た
漁
猟
権
と
し
て
の

サ
ケ
捕
獲
権
を
引
き
継
い
で
い
る
〉

（
ラ
ポ
ロ
ア
イ
ヌ
ネ
イ
シ
ョ
ン
訴
状
）

　
「
サ
ケ
裁
判
」
で
ラ
ポ
ロ
が
求
め

て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
先
住
権
と

し
て
の
川
サ
ケ
漁
の
権
利
で
す
。
い

っ
ぽ
う
被
告
の
日
本
国
・
北
海
道
側

は
〈
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
か

ら
、
速
や
か
に
棄
却
さ
れ
る
べ
き
〉

（
被
告
準
備
書
面
か
ら
）
と
、
そ
の
権
利

を
全
否
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国

連
宣
言
」（
２
０
０
７
年
採
択
）
は
、
国

1868 王政復古（明治維新）

1869 日本政府が蝦夷地を北海道と呼び変えて領土宣言

1876 全道を対象に「テス網」漁と夜漁を禁止（開拓使乙第9
号布達）

1878 川で曳網以外禁止、曳網でも夜漁を禁止、支川でのサ
ケマス漁を全面禁止（開拓使乙第30号布達）

1883 札幌県が十勝川中上流を禁漁

1897 自給のためサケ漁を禁止（北海道鮭鱒保護規則）

1899 北海道旧土人保護法制定

1964 北海道内水面漁業調整規則制定

1986 北海道知事がアイヌ協会などの儀式に初めて特別採
捕許可

1997 旧土法廃止。アイヌ文化振興法施行

2005 北海道内水面漁業調整規則改正、特別採捕資格に「伝
統儀式」を追加

2007 先住民族の権利に関する国連宣言採択

2019 アイヌ施策推進法施行。北海道警が紋別アイヌ協会の
畠山敏会長らを「密漁」容疑で書類送検

2020 ラポロアイヌネイションがサケ捕獲権確認請求訴訟

【年表】北海道の川サケ漁規制の推移

サケ裁判提訴に向かうラポロアイヌネイションの人びと。
2020年８月17日、札幌地方裁判所前で撮影。

NPO法人さっぽろ自由学校「遊」／カムイチェㇷ゚・プロジェクト研究会編
『カムイチェㇷ゚読本』から。一部改変。

レ
ポ
ー
ト

R
e
p
o
r
t

奪
わ
れ
た
権
利
、取
り
戻
す
生
活

コ
ロ
ナ
禍
で
海
に
回
帰
す
る
タ
イ
の
モ
ー
ケ
ン
人

鈴
木
佑
記
／
す
ず
き
・
ゆ
う
き

国
士
舘
大
学
教
員

家
に
よ
る
植
民
地
化
と
そ
の
土
地
・

領
域
・
資
源
の
奪
取
を
「
先
住
民
族

が
こ
う
む
っ
て
き
た
歴
史
的
不
正

義
」
と
呼
び
、
各
国
に
そ
の
修
復
を

求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
国
際
規
範
に

照
ら
す
だ
け
で
も
、
ラ
ポ
ロ
の
訴
え

に
対
す
る
被
告（
国
・
北
海
道
）
の
態

度
は
不
誠
実
に
み
え
ま
す
が
、
読
者

の
み
な
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
私
自
身
の
こ
と
を
申
し
上

げ
る
と
、
北
海
道
で
暮
ら
す
和
人
で

あ
る
以
上
、
む
し
ろ
被
告
の
立
場
を

自
覚
し
て
ラ
ポ
ロ
の
こ
の
訴
え
に
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
、
と
肝
に
銘
じ
な

が
ら
取
材
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
裁
判
の
ゆ
く
え
に
ぜ
ひ

ご
注
目
く
だ
さ
い
。
■

参
照
し
た
主
な
書
籍
／
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

北
海
道
史
研
究
協
議
会
編『
北
海
道
史
事
典
』、加
藤
博
文
・

若
園
雄
志
郎
編『
い
ま
学
ぶ
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
』、榎
森
進

『
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
』、山
田
伸
一『
近
代
北
海
道
と
ア
イ
ヌ

民
族　

狩
猟
規
制
と
土
地
問
題
』、

北
大
開
示
文
書
研
究
会 w

w
w

.kaijiken.sakura.ne.jp

モーケン舟。
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２
０
２
１
年
12
月
14
日
、
ユ
ネ
ス
コ
が

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
伝
統
織
物
・
タ
イ
ス
を

﹁
緊
急
保
護
が
必
要
な
無
形
文
化
遺
産
﹂

と
し
て
登
録
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
文
化
の
大
き
な

節
目
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
、
24
年
に
わ
た
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
軍
事
支
配
下
で
、
18
万

人
以
上
が
犠
牲
に
な
り
、
伝
統
文
化
の
継

承
に
も
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損
失
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
中
に
は
、
機

織
り
職
人
や
染
色
、
そ
の
他
の
技
術
を
持

っ
た
人
た
ち
も
含
ま
れ
る
た
め
で
す
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
策
に
よ
る
強
制
移
住
も

染
料
等
の
入
手
を
困
難
に
さ
せ
ま
し
た
。

伝
統
の
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
が
失
わ
れ
、
そ

の
多
く
は
二
度
と
回
復
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
人
び
と
は

元
々
文
字
を
持
た
ず
、
歌
や
踊
り
、
織
物

の
紋
様
や
神
話
等
に
よ
っ
て
文
化
が
継
承

さ
れ
て
来
た
た
め
、
古
い
記
録
は
存
在
し

な
い
の
で
す
。

　
今
回
の
登
録
に
よ
り
、
無
形
文
化
遺
産

基
金
か
ら
タ
イ
ス
保
護
計
画
実
施
の
た
め

に
27
万
米
ド
ル
近
い
助
成
金
が
割
り
当
て

ら
れ
る
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
タ
イ
ス
に
対
す
る
東
テ

ィ
モ
ー
ル
人
の
認
識
や
若
者
の
関
心
の
向

上
、
技
術
の
継
承
、
職
人
の
収
入
増
加
、

観
光
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
等
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
先
祖
か
ら
受
け
継
が
れ
て
来
た
知
識

や
記
憶
の
連
鎖
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
、

文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
さ
せ
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
人
び
と
の
自
信
や
誇
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
タ
イ
ス
は
、
伝
統
的
に
衣
服
と
し
て
身

に
付
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
男
性
は
一
枚

布
の
タ
イ
ス
を
腰
に
巻
き
、
肩
か
ら
も
う

一
枚
タ
イ
ス
を
か
け
ま
す
。
女
性
は
筒
状

に
縫
い
合
わ
せ
た
タ
イ
ス
を
ワ
ン
ピ
ー
ス

の
よ
う
に
着
た
り
、
腰
に
巻
い
た
り
し
ま

す
。
女
性
も
肩
か
ら
も
う
一
枚
タ
イ
ス
を

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
代
で
は
、

普
段
着
と
し
て
タ
イ
ス
を
身
に
つ
け
る
人

は
少
な
く
、
行
事
や
儀
式
の
際
に
身
に
つ

け
る
人
が
多
い
で
す
。
ま
た
、
客
人
を
迎

え
る
際
に
、
歓
迎
や
尊
敬
の
印
と
し
て
客

人
の
首
に
タ
イ
ス
を
か
け
る
こ
と
も
一
般

的
で
す
。
今
後
、
タ
イ
ス
を
目
に
す
る
機

会
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
と
、
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

松村優衣子／まつむら・ゆいこ
通訳

タイスを着て歩く東ティモールの若者たち。

筆写撮影。

観光客向けの船の操舵。

観光客用料理の下ごしらえをする女性たち。

佐相洋子／さそう・ようこ
KAJA会員

　『
Ｓ
Ｋ
Ｙ
キ
ャ
ッ
ス
ル
』
は
、
韓
国
上

位
０
・
１
％
の
夫
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち

を
最
高
学
府
で
あ
る
ソ
ウ
ル
大
学
に
何
と

し
て
も
入
学
さ
せ
よ
う
と
い
う
妻
た
ち
の

熾
烈
で
凄
惨
な
戦
い
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

登
場
人
物
の
必
死
の
欲
望
蠢
く
内
情
を
、

リ
ア
ル
な
、
あ
る
い
は
少
々
皮
肉
な
視
線

で
描
い
て
い
る
風
刺
ド
ラ
マ
だ
と
も
い
え

る
。
登
場
人
物
は
極
端
で
何
と
も
は
や
呆

れ
返
る
人
び
と
ば
か
り
で
あ
る
。

　
最
高
視
聴
率
23
・
８
％
と
い
う
人
気
に

よ
り
、
入
試
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る

父
母
た
ち
が
む
し
ろ
増
加
し
た
と
い
う
。

韓
国
の
﹁
私
教
育
﹂
の
現
実
を
風
刺
す
る

ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ド
ラ
マ
を
観

て
む
し
ろ
よ
り
泥
沼
に
入
っ
て
い
く
と
い

う
ア
イ
ロ
ニ
ー
な
現
実
に
な
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
、
韓
国
教
育
の
現
状
が
ど
ん
な
も

の
か
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　
Ｓ
Ｋ
Ｙ
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
住
む
人
び
と
︱

金
と
権
力
を
ま
だ
十
分
に
は
掴
ん
で
い
な

い
が
、
さ
ら
に
上
昇
し
て
い
こ
う
と
す
る

人
び
と
︱
の
い
や
ら
し
さ
が
毒
々
し
く
描

か
れ
て
い
る
。

　
衝
撃
的
な
プ
ロ
ロ
ー
グ
、
そ
し
て
そ
の

後
引
っ
越
し
て
き
た
﹁
異
邦
人
﹂
一
家
の

生
き
ざ
ま
・
人
柄
が
、
前
か
ら
住
ん
で
い

る
人
び
と
と
は
明
ら
か
に
違
う
設
定
は
大

変
明
快
で
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
。

　
痛
烈
な
現
実
反
映
と
緊
張
感
み
な
ぎ
る

構
成
で
大
好
評
だ
っ
た
が
、
最
終
20
話
に

は
非
難
が
殺
到
し
た
。
最
終
回
で
全
て
丸

く
収
ま
る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
19

回
ま
で
の
大
き
な
葛
藤
が
余
り
に
も
容
易

に
解
決
さ
れ
た
の
だ
。
ど
う
か
す
る
と
、

心
地
よ
い
結
末
は
よ
く
あ
る
が
、
韓
国
の

教
育
﹁
階
級
﹂
社
会
を
鋭
く
告
発
し
て
い

た
ド
ラ
マ
だ
っ
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
葛

藤
が
最
後
に
い
と
も
簡
単
に
解
決
し
関
係

し
た
人
び
と
が
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

幸
福
に
な
る
結
末
に
虚
し
さ
を
感
じ
た
。

　
最
終
回
へ
の
不
満
は
あ
る
も
の
の
、
こ

の
ド
ラ
マ
は
、
教
育
だ
け
で
は
な
く
社
会

の
不
条
理
に
つ
い
て
よ
く
描
か
れ
て
い
た

と
思
う
。
い
ま
だ
に
多
く
の
人
び
と
は

『
Ｓ
Ｋ
Ｙ
キ
ャ
ッ
ス
ル
』
の
人
び
と
と
同

様
に
、
よ
り
高
い
所
に
上
る
た
め
に
自
分

と
自
分
の
子
ど
も
た
ち
を
急
き
立
て
て
い

る
、
こ
う
す
る
こ
と
が
本
当
に
私
た
ち
を

幸
せ
に
す
る
こ
と
な
の
か
、
も
う
一
度
問

い
直
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

伝
統
織
物
・
タ
イ
ス
が
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

『
Ｓ
Ｋ
Ｙ
キ
ャ
ッ
ス
ル
～
上
流
階
級
の
妻
た
ち
～
』 〈
原
題
〉 

Ｓ
Ｋ
Ｙ
캐
슬

【
演
出
】
チ
ョ・
ヒ
ョ
ン
タ
ク 

　【
出
演
】
ヨ
ム
・
ジ
ョ
ン
ア
、
イ
・
テ
ラ
ン
、
キ
ム
・
ソ
ヒ
ョ
ン 

他
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モ
ー
ケ
ン
人
の
話
が
１
９
３
０
年
代

の
書
物
に
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
期
に
は
、
英
軍
と
日
本

軍
に
も
接
触
し
て
い
る
こ
と
が
、
私

を
含
む
人
類
学
者
の
聞
き
取
り
に
よ

り
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
軍

と
い
う
と
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
日
に

マ
レ
ー
半
島
東
岸
の
港
町
に
降
り
立

っ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
英
領
マ
ラ
ヤ
と
ビ
ル
マ
に
進
出

す
る
た
め
、
強
引
に
タ
イ
を
同
盟
国

と
し
、
バ
ン
コ
ク
を
中
心
に
駐
屯
し

て
い
た
事
実
を
知
る
人
も
少
な
く
な

い
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
マ
レ
ー
半
島

西
岸
の
ア
ン
ダ
マ
ン
海
域
に
も
進
出

し
、
英
軍
と
戦
闘
す
る
中
で
モ
ー
ケ

ン
人
と
邂
逅
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
に

も
、
１
９
６
０
年
代
に
沖
縄
の
漁
民

（
お
そ
ら
く
糸
満
出
身
者
）
と
共
に
漁
を

し
た
経
験
を
持
つ
モ
ー
ケ
ン
人
男
性

も
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海

域
に
生
活
の
拠
点
を
置
く
の
は
モ
ー

ケ
ン
人
で
あ
っ
た
が
、
国
境
管
理
が

緩
く
多
様
な
民
族
が
行
き
交
う
時
代

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

国
家
に
包
摂
さ
れ
ゆ
く
海

　

モ
ー
ケ
ン
人
に
と
っ
て
先
住
の
地

で
あ
っ
た
ア
ン
ダ
マ
ン
海
域
に
、
タ

イ
人
の
存
在
感
が
増
し
て
き
た
の
は

１
９
８
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
地
で
も
あ

る
ス
リ
ン
諸
島
が
１
９
８
１
年
に
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
に
浮
か
ぶ
島
や

沿
岸
域
が
次
々
と
新
た
な
国
立
公
園

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
っ
た
。
タ
イ

人
主
導
の
国
家
に
よ
っ
て
、
モ
ー
ケ

ン
人
の
生
活
空
間
に
恣
意
的
な
線
が

引
か
れ
、
区
切
ら
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
地

域
で
は
、
基
本
的
に
居
住
も
森
林
伐

採
も
狩
猟
採
集
も
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
国
立
公
園
化
は
モ
ー

ケ
ン
人
の
そ
れ
ま
で
の
生
活
様
式
を

全
否
定
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。
彼

ら
の
住
ま
い
で
あ
り
移
動
手
段
で
も

あ
る
舟
を
つ
く
る
に
は
、
国
立
公
園

指
定
域
外
で
木
材
を
調
達
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
生
活
の
糧
で
あ
る
海

産
物
を
確
保
す
る
に
も
困
難
が
生
じ

る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
現
場
を
管

理
す
る
タ
イ
人
の
役
人
に
は
、
モ
ー

ケ
ン
人
が
ア
ン
ダ
マ
ン
海
域
の
先
住

民
族
で
あ
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
認

識
が
あ
る
た
め
、
ス
リ
ン
諸
島
な
ど

の
一
部
の
地
域
で
は
モ
ー
ケ
ン
人
の

居
住
が
認
め
ら
れ
、
彼
ら
に
よ
る
木

材
伐
採
が
自
給
目
的
に
限
り
黙
認
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
生
業

に
関
し
て
も
、
モ
ー
ケ
ン
人
が
最
低

限
生
き
て
い
け
る
だ
け
の
漁
が
、
自

給
目
的
の
ほ
か
販
売
目
的
で
行
う
こ

と
が
各
国
立
公
園
で
裁
量
的

に
許
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

自
由
な
移
動
は
で
き
な
く
な

っ
た
。
タ
イ
政
府
が
国
立
公

園
化
を
進
め
る
に
つ
れ
、
ア

ン
ダ
マ
ン
海
域
の
管
理
も
同

時
に
強
化
し
て
い
っ
た
た
め

で
あ
る
。
国
境
を
違
法
に
越

え
る
こ
と
や
複
数
の
国
立
公

園
間
で
漁
を
す
る
こ
と
は
取

り
締
ま
り
の
対
象
と
な
っ
た
。

　

モ
ー
ケ
ン
人
の
移
動
に
大

き
な
制
約
が
加
わ
っ
た
一
方

で
、
国
立
公
園
に
は
国
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
モ
ー
ケ
ン

人
の
生
業
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
国
立
公
園
の
中
に
観
光

客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
事

が
で
き
、
モ
ー
ケ
ン
人
も
雇
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
ス
リ
ン
諸
島
を
例
に
挙
げ
よ

う
。
男
性
の
主
な
仕
事
は
船
の
操
縦

と
物
資
の
運
搬
で
あ
る
。
国
立
公
園

事
務
所
が
指
定
す
る
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
ま
で
観
光
客
を
運

ぶ
役
割
を
担
う
。
ま
た
、
観
光
客
が

消
費
す
る
食
材
や
飲
み
物
の
積
荷
や

荷
下
ろ
し
と
い
っ
た
業
務
に
従
事
す

る
。
女
性
の
主
な
仕
事
は
掃
除
で
あ

る
。
ビ
ー
チ
の
落
ち
葉
を
箒
で
集
め

た
り
、
観
光
客
が
利
用
す
る
食
堂
で

テ
ー
ブ
ル
を
拭
い
た
り
す
る
。
他
に

も
観
光
客
が
食
べ
る
料
理
の
下
ご
し

ら
え
や
皿
洗
い
な
ど
の
作
業
も
あ
る
。

モ
ー
ケ
ン
人
は
漁
を
す
る
以
外
に
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
に
も
従
事
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
２
０
１
９
年

に
至
る
ま
で
、
タ
イ
を
訪
れ
る
外
国

人
は
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
、
タ
イ

人
も
国
内
観
光
を
積
極
的
に
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
観
光
客
の
増
加
は
ス

リ
ン
諸
島
で
も
数
字
上
明
ら
か
で
あ

り
、
観
光
業
に
携
わ
る
モ
ー
ケ
ン
人

も
増
え
、
経
済
活
動
は
賃
金
労
働
に

比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
？

　

２
０
２
０
年
に
入
り
、
タ
イ
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
爆
発
的
に
増

え
た
。
そ
れ
に
よ
り
ス
リ
ン
諸
島
の

モ
ー
ケ
ン
人
が
新
た
に
直
面
し
た

の
が
収
入
減
少
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
タ
イ
政
府
が
２
０
２
０
年
３
月

26
日
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
た

の
ち
２
０
２
１
年
10
月
末
に
至
る
ま

で
、
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
は

実
質
上
な
い
状
態
に
な
っ
た
。
タ
イ

人
の
国
内
移
動
も
厳
し
く
制
限
が
加

え
ら
れ
も
し
た
。
そ
の
た
め
、
観
光

の
仕
事
が
な
く
な
っ
た
モ
ー
ケ
ン
人

の
収
入
が
減
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
活
発
化
し
た
の
が
漁
で
あ

る
。
観
光
客
が
来
な
く
な
っ
た
た
め
、

年
間
を
通
し
て
行
う
経
済
活
動
が
漁

に
限
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
偶
然
に
も
、
生
業
に
限
っ
て

い
え
ば
、
彼
ら
の
先
住
民
族
と
し
て

の
権
利
が
取
り
戻
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
み
え
る
。
■
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今
年
の
８
月
タ
リ
バ
ン
の
全
土
掌
握
に
よ

り
大
き
な
情
勢
変
化
を
経
た
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
は
今
、
厳
し
い
冬
を
迎
え
て
い
ま
す
。

人
び
と
の
暮
ら
し
の
困
窮
は
、
す
で
に
「
人
道

危
機
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
れ
ま
で
を
上
回
る

厳
し
さ
で
、
コ
ロ
ナ
や
大
干
ば
つ
が
相
ま
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
国
民
の
97
％
が
２
０
２
２
年
半

ば
に
は
貧
困
ラ
イ
ン
を
下
回
る
と
い
う
衝
撃
的

な
報
告
が
国
連
か
ら
も
出
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

タ
リ
バ
ン
暫
定
政
権
は
国
際
的
に
は
正
式
に
認

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
公
的
支
出
の
実

に
75
％
を
担
っ
て
い
た
国
際
支
援
が
届
け
ら
れ

な
い
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

平
和
の
文
化
を
取
り
戻
す
た
め
に

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ソ
連
侵
攻
か
ら
数
え

る
と
約
40
年
の
長
期
に
わ
た
り
紛
争
が
続
い
て

き
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
に
「
旧
タ
リ
バ
ン
政

権
」
が
崩
壊
し
て
か
ら
は
、
汚
職
な
ど
の
大
き

な
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
国
際
支
援
と
現
地
の

人
び
と
の
懸
命
な
努
力
に
よ
っ
て
、
様
々
な
分

野
で
人
び
と
の
権
利
拡
大
が
進
み
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
復
興
支
援
と
並
行
し
て
、
武
装
勢
力

や
政
府
軍
・
外
国
軍
の
抗
争
で
市
民
の
犠
牲
が

世
界
の
難
民
は
８
２
４
０
万
人（
２
０
２
０

年
末
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
も
か
か
わ
ら
ず
、過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
10
年
前
の
４
１
０
０

万
人
か
ら
約
２
倍
に
急
増
し
て
い
ま
す
。
出
身

国
へ
帰
還
で
き
る
人
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
も
年
間
１
万
人
を
超
え
る
難
民
が
希

望
を
も
っ
て
や
っ
て
き
ま
す
。
日
本
に
行
け
ば

迫
害
か
ら
逃
れ
て
人
間
ら
し
い
人
生
を
取
り
戻

せ
る
と
期
待
し
て
、
空
港
に
降
り
立
ち
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
期
待
は
す
ぐ
に
裏
切
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
空
港
で
難
民
と
し
て
保
護
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
る
と
、
難
民
申
請
す
ら
で
き

ず
に
、
入
国
を
拒
否
さ
れ
送
り
返
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

入
国
拒
否
さ
れ
た
Ｒ
さ
ん

　

本
国
で
政
治
活
動
を
行
っ
た
際
に
、
当
局
に

よ
る
身
体
的
な
迫
害
を
受
け
、
命
の
危
険
を
感

じ
出
国
。日
本
を
選
ん
だ
理
由
は
、高
校
生
の
時
、

日
本
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

の
こ
と
。
先
進
国
で
平
和
な
イ
メ
ー
ジ
、
ビ
ザ

も
ス
ム
ー
ズ
に
取
得
で
き
た
と
い
い
ま
す
。
飛

行
機
を
４
回
乗
り
継
い
で
、
よ
う
や
く
た
ど
り

着
い
た
日
本
で
入
管
職
員
に
難
民
と
し
て
助
け

癒
し
の
場
所
を
作
っ
て
い
く
活
動
な
ど
で
す
。

武
器
や
戦
い
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
が
武
力

に
よ
ら
な
い
争
い
の
解
決
法
を
学
び
、
対
立
す

る
グ
ル
ー
プ
の
争
い
を
解
決
し
た
事
例
も
出
て

き
ま
し
た
。
活
動
は
す
べ
て
、
紛
争
時
代
を
生

き
て
き
た
当
事
者
で
あ
る
彼
ら
自
身
が
発
案
し

実
践
し
て
き
た
も
の
で
す
。
自
分
た
ち
が
動
く

こ
と
で
社
会
は
変
え
ら
れ
る
と
い
う
彼
ら
の
信

念
に
日
本
の
私
た
ち
も
共
感
し
、
応
援
し
て
き

ま
し
た
。

タ
リ
バ
ン
制
圧
後
の
人
び
と
の
思
い

　

８
月
の
政
変
時
、
私
た
ち
も
活
動
を
急
遽
停

止
し
ま
し
た
が
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
は
自
宅
待
機

の
真
っ
た
だ
中
で
も
互
い
に
連
絡
を
取
り
、
国

際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
と
も
に
タ

リ
バ
ン
と
対
話
し
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
必
要
性

を
訴
え
る
な
ど
懸
命
に
は
た
ら
き
か
け
ま
し
た
。

同
時
に
、
旧
タ
リ
バ
ン
政
権
の
記
憶
は
ま
だ

生
々
し
く
、
当
時
の
圧
政
を
恐
れ
て
多
く
が
国

外
へ
の
退
避
を
試
み
る
な
ど
、
混
乱
し
た
状
況

も
続
き
ま
し
た
。
私
も
現
地
の

女
性
と
連
絡
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、

大
学
生
の
彼
女
は
外
出
で
き
ず
、

間
近
に
控
え
て
い
た
卒
業
試
験

を
諦
め
て
い
ま
し
た
。「
こ
れ

ま
で
必
死
で
続
け
て
き
た
仕
事

と
学
業
の
道
が
一
瞬
で
断
た
れ

た
。
こ
ん
な
状
況
を
目
に
す
る

く
ら
い
な
ら
、
戦
闘
で
死
ん
だ

方
が
マ
シ
だ
っ
た
。」
明
る
い

彼
女
が
初
め
て
口
に
し
た
絶
望

で
、
東
京
で
難
民
・
移
民
へ
の
支
援
を

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
今

日
、
泊
ま
る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と

の
相
談
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず

に
い
ま
し
た
。
特
に
、
難
民
認
定
申
請

手
続
き
に
は
数
年
か
か
る
た
め
、
そ
の

間
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
居
が
不

可
欠
で
す
。

　

２
０
２
０
年
４
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア

ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

鎌
倉
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
イ
エ

ズ
ス
会
修
道
院
を
お
借
り
し
て
、
難
民

の
緊
急
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
団
体
名
称
は
、
イ
エ
ズ

ス
会
第
28
代
総
長
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
ペ
神

父
の
お
名
前
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ア
ル

ペ
神
父
は
総
長
在
任
中
、
イ
ン
ド
シ
ナ

難
民
の
惨
状
に
対
応
す
る
た
め
に
イ
エ
ズ
ス
会

難
民
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
Ｓ
）
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ｓ
は
現
在
世
界
57
カ
国
で
難
民
支
援
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ

ン
タ
ー
は
、日
本
の
難
民
支
援
活
動
の
み
な
ら
ず
、

Ｊ
Ｒ
Ｓ
と
連
携
し
て
、
世
界
の
難
民
問
題
に
も

関
わ
れ
る
よ
う
な
団
体
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

開
所
以
来
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
コ

ン
ゴ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
イ
エ
メ
ン
、
イ
ラ
ン
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
か
ら
の
難
民
認
定
申
請
者

27
人
を
受
け
入
れ
、
現
在
11
人
が
居
住
中
で
す
。

２
０
２
１
年
７
月
、
鎌
倉
市
議
会
は
自
治
体
と

し
て
は
初
め
て
「
人
道
的
見
地
で
難
民
政
策
の

見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
意
見
書
」
を

続
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
支
援
も
、
紛
争
の

中
で
は
十
分
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
平
和
で
安
定
し
た
環
境
を
作
り
出
す

必
要
性
は
増
す
ば
か
り
で
し
た
。
そ
う
し
た
背

景
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
仲
間
と
と
も
に
平

和
づ
く
り
に
特
化
し
て
取
り
組
む
た
め
に
２
０

１
９
年
に
立
ち
上
げ
た
の
が
「
平
和
村
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
も
の
草
の
根
の
平
和
活

動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
に
基

づ
く
平
和
の
教
え
を
学
び
合
う
こ
と
、
諸
勢
力

が
入
り
乱
れ
る
戦
闘
地
で
植
樹
を
行
い
、
将
来

は
そ
の
果
実
を
住
民
同
士
で
分
け
合
お
う
と
、

を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
入
国
を
拒
否
さ
れ
、

茨
城
県
牛
久
市
の
入
管
施
設
に
収
容
さ
れ
ま
し

た
。

　

他
の
収
容
者
か
ら
、
一
時
的
に
収
容
を
解
か

れ
る
「
仮
放
免
」
の
手
続
き
が
あ
る
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
、
面
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
団

体
に
仮
放
免
を
相
談
。
し
か
し
、
仮
放
免
に
は
、

身
元
保
証
人
、
住
居
、
保
証
金（
法
律
上
の
上
限

は
３
０
０
万
円
）
が
必
要
だ
と
知
り
ま
し
た
。
保

証
金
の
た
め
の
所
持
金
は
な
く
、
保
証
人
を
お

願
い
で
き
る
知
り
合
い
、
住
居
の
あ
て
も
な
く
、

時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

面
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
由
で
相
談
し
た
弁
護

士
に
身
元
保
証
人
を
引
き
受
け
て
も
ら
い
、
ア

ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
を
仮
放
免
後
の
住
居

と
し
て
、
２
度
目
の
仮
放
免
申
請
で
許
可
が
お

り
ま
し
た
。
収
容
期
間
１
年
６
カ
月
。
自
由
の

身
と
な
り
ま
し
た
が
、
仮
放
免
者
は
就
労
許
可

が
出
な
い
た
め
、
働
い
て
自
立
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、
自
治
体
か
ら
の
支
援
も
な
く
、
健
康
保

険
証
も
も
ら
え
ま
せ
ん
。
都
道
府
県
の
移
動
に

は
事
前
の
許
可
が
必
要
で
す
。

ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
開
所

　

私
は
、
１
９
９
５
年
か
ら
２
０
２
０
年
ま

で
し
た
。
今
も
な
お
、
中
学
生
以
上
の
女
性
の

ほ
と
ん
ど
が
学
校
に
通
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
地
の
仲
間
は
皆
、
こ
う
し
た
先
行
き
読
め

ぬ
不
安
の
な
か
、
そ
れ
で
も
希
望
を
捨
て
ず
に

生
き
抜
く
た
め
の
道
を
探
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

平
和
村
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
長
引
く
紛
争
で
様
々

な
主
体
・
勢
力
の
戦
闘
員
だ
っ
た
父
親
を
失
っ

た
子
ど
も
た
ち
・
戦
争
遺
児
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
親
や
友
人
の
殺
害
や
レ
イ

プ
を
目
撃
し
た
り
、
出
生
日
を
知
ら
ず
、
そ
の

証
明
す
ら
な
い
た
め
家
族
の
つ
な
が
り
を
一
切

失
っ
て
い
た
り
、
親
戚
が
い
る
場
合
も
虐
待
や

ネ
グ
レ
ク
ト
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
洗
脳
さ
れ
て
軍
事
訓
練
を
受
け
、
自
爆
攻

撃
を
行
う
事
例
さ
え
あ
り
ま
す
。
彼
ら
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
、
こ
の
情
勢
で
さ
ら
に
悪
化

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
敵
対
し
て
い
た
元
政

府
軍
兵
士
と
タ
リ
バ
ン
兵
士
ら
が
同
じ
地
域
に

暮
ら
す
よ
う
に
な
り
復
讐
が
懸
念
さ
れ
た
り
、

戦
争
遺
児
を
養
育
す
る
家
族
自
体
が
深
刻
な
生

活
困
窮
に
あ
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
す
。
平
和

の
た
め
の
活
動
が
、
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
る
と
き

は
あ
り
ま
せ
ん
。
想
像
し
が
た
い
辛
い
経
験
を

し
た
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
生
活
支
援
に

加
え
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
今
こ

そ
正
念
場
と
い
う
思
い
で
、
現
地
の
人
び
と
と

の
協
働
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
■

日
本
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。
日
本
の
難
民
認

定
率
は
１
％
以
下
で
す
。
名
古
屋
入
管
で
の
難

民
申
請
中
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
女
性
の
死
亡
事
件

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
難
民
へ
の
非
人
道
的

な
扱
い
が
国
際
社
会
か
ら
も
注
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
難
民
問
題
、
地
球

市
民
と
し
て
難
民
の
人
び
と
を
歓
迎
で
き
る
日

本
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
政
治
へ
の
働
き
か

け
は
不
可
欠
で
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
■

難
民
の
人
び
と
を
歓
迎
で
き
る
社
会
に
！

有
川
憲
治
／
あ
り
か
わ
・
け
ん
じ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー 

理
事
・
事
務
局
長

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
挑
む
、

地
域
に
根
ざ
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

加
藤
真
希
／
か
と
う
・
ま
き

平
和
村
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
理
事

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー

N
onprofit O

rganization A
rrupe R

efugee C
enter

〒
２
４
８-

０
０
０
１　

神
奈
川
県
鎌
倉
市
十
二
所
８
０

イ
エ
ズ
ス
会 

日
本
殉
教
者
修
道
院

〈tel

〉 0467-55-5422　

 

〈fax

〉 0467-55-5423

〈e-m
ail

〉 info@
arrupe-refugee.jp

https://arrupe-refugee.jp

一
般
社
団
法
人
平
和
村
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

Peace V
illage U

nited

〒
１
０
８-

０
０
７
３

東
京
都
港
区
三
田
４-

19-

21
パ
レ
・
ド
ー
ル
高
輪
４
０
１

〈e-m
ail

〉 info@
pv-u.org

https://pv-u.org

戦争遺児への生活支援。

アルペなんみんセンターの入居者とスタッフ。



13 122022.02.01   HALINA 48 2022.02.01   HALINA 48

生
産
者
の
創
意
工
夫
の
積
み
重
ね

と
土
地
の
自
然
の
力
を
活
か
し

た
「
粗
放
養
殖
」
に
よ
っ
て
、

健
や
か
に
育
ま
れ
た
エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ（
種

類
は
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
）。
稚
エ
ビ
放
流
後
は

人
工
飼
料
・
抗
生
物
質
を
一
切
投
与
せ
ず
、

収
獲
後
も
黒
変
防
止
剤
、
保
水
剤
を
使
用
し

て
い
な
い
安
心
・
安
全
な
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ

ー
の
輸
入
が
始
ま
っ
て
か
ら
２
０
２
２
年
で

30
年
が
経
ち
ま
す
。

　

今
で
こ
そ
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
が
可

能
と
な
り
、
養
殖
池
の
確
認
な
ど
の
管
理
体

制
も
整
い
、
生
産
者
は
エ
ビ
養
殖
だ
け
で
な

く
地
域
の
課
題
解
決
に
も
取
り
組
み
始
め
て

い
ま
す
が
、
当
初
は
手
探
り
の
状
態
で
し
た
。

様
々
な
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
多
く
の

方
々
の
支
え
も
あ
り
、
今
日
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
事
業
の

30
年
間
の
歩
み
を
、
一
緒
に
振
り
返
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
消
費
者
の
問
題
意
識
と

生
産
者
の
想
い
か
ら
始
ま
っ
た

　

エ
ビ
の
輸
入
が
自
由
化
さ
れ
た
の
は
１
９

６
１
年
。
そ
れ
以
前
は
、
日
本
人
の
食
べ
て

い
た
エ
ビ
は
ほ
と
ん
ど
が
国
産
で
し
た
が
、

自
由
化
さ
れ
て
か
ら
は
エ
ビ
の
輸
入
量
が
ど

ん
ど
ん
増
え
、
日
本
は
世
界
一
の
エ
ビ
消
費

国
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
米
国
の
エ
ビ
消

費
量
が
日
本
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
日
本
が
世
界
有
数
の
エ
ビ
消
費
国
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
多
く
の
エ
ビ
を
輸
入
し
て

い
ま
す
が
、
日
本
向
け
の
エ
ビ
を
確
保
す
る

た
め
、
60
〜
70
年
代
は
天
然
エ
ビ
の
乱
獲
が

問
題
と
な
り
ま
し
た
。
80
年
代
に
入
り
台
湾

と
日
本
の
研
究
者
で
開
発
し
た
エ
ビ
養
殖
の

技
術
が
確
立
す
る
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー

の
大
量
生
産
が
可
能
に
な
り
、
集
約
型
養
殖

が
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
拡
が
り
ま
し
た
。

エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
事
業
が
始
ま
っ
た
92
年
、

主
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
る

エ
ビ
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
な
ど
を
養
殖
池
に

転
換
し
、
大
量
の
人
工
飼
料
と
エ
ビ
の
病
気

を
防
ぐ
た
め
に
抗
生
物
質
を
使
用
し
て
育
て

ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
加
工
時
に
も
黒
変
防

止
剤
や
保
水
剤
が
使
用
さ
れ
、
ま
さ
に
「
薬

漬
け
」
の
エ
ビ
が
日
本
で
消
費
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、「
産
地
の
環
境

に
負
荷
を
与
え
ず
、
家
族
が
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
エ
ビ
が
欲
し
い
」
と

い
う
問
題
意
識
を
一
部
の
生
活
協
同
組
合
の

組
合
員
が
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、『
エ

ビ
と
日
本
人
』
の
著
者
で
あ
る
村
井
吉
敬
氏
、

生
協
の
担
当
者
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
エ
ビ
産

地
を
め
ぐ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ジ
ャ
ワ
島
東

部
の
グ
レ
シ
ッ
ク
で
、「
土
地
は
子
孫
か
ら
預

か
り
も
の
。
だ
か
ら
壊
さ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
考
え
方
に
も
と

づ
き
、
人
工
飼
料
や
抗
生
物
質
を
使
用
せ
ず
、

自
然
の
力
を
活
か
し
た
粗
放
養
殖
で
エ
ビ
を

育
て
て
い
る
生
産
者
と
出
会
い
、
エ
コ
シ
ュ

リ
ン
プ
事
業
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

生
産
者
の
顔
が
見
え
る

エ
ビ
事
業
を
め
ざ
し
て

　

事
業
開
始
当
初
は
、
生
産
者
か
ら
粗
放
養

殖
エ
ビ
を
買
付
け
る
と
い
う
関
係
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
生
産
者
や
産

地
が
わ
か
る
エ
ビ
を
輸
入
す
る
と
い
う
の

は
、
画
期
的
な
取
り
組
み
で
し
た
。
そ
の

後
、
生
産
者
と
の
関
係
性
を
深
め
、
収
獲
か

ら
製
品
化
ま
で
の
管
理
体
制
を
構
築
す
る
た

め
に
、
２
０
０
３
年
に
現
地
法
人
で
あ
る
オ

ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社（
以

下
、
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
ど
の
養
殖
池
で
ど
の
く
ら
い
の
エ

ビ
が
収
獲
で
き
て
い
る
の
か
ま
で
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ

Ａ
が
す
べ
て
把
握
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
シ
ュ

リ
ン
プ
の
産
地
も
、
ジ
ャ
ワ
島
東
部
の
グ
レ

シ
ッ
ク
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
、
04
年
か
ら
は
ス

ラ
ウ
ェ
シ
島
南
部
の
ピ
ン
ラ
ン
に
も
広
が
り
、

１
４
０
０
人
を
超
え
る
生
産
者
た
ち
か
ら
エ

ビ
の
買
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
買
付
け
た
エ

ビ
は
、
専
用
の
冷
凍
箱
に
氷
詰
め
さ
れ
、
鮮

度
を
保
持
し
た
ま
ま
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
の
工
場
に

搬
入
さ
れ
、
製
品
化
さ
れ
ま
す
。

エ
ビ
の
売
買
を
超
え
た

新
た
な
関
係
性
の
構
築

　

エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
の
産
地
で
は
、
か
つ
て

エ
ビ
の
養
殖
と
い
え
ば
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー

で
し
た
。
し
か
し
、
気
候
変
動
の
影
響
で
雨

季
が
長
引
く
こ
と
が
増
え
、
近
年
は
そ
の
育

て
や
す
さ
と
需
要
の
高
ま
り
か
ら
、
バ
ナ
メ

イ
と
呼
ば
れ
る
品
種
の
エ
ビ
の
養
殖
が
増
え

て
い
ま
す
。
バ
ナ
メ
イ
は
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ

ー
に
比
べ
て
低
い
塩
分
濃
度
で
も
育
つ
た
め
、

長
雨
が
続
い
て
も
育
て
や
す
い
と
い
っ
た
利

点
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に
ス
ラ
ウ

ェ
シ
島
で
は
、
品
質
の
良
い
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ

ガ
ー
の
稚
エ
ビ
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
は
生
産
者
が
必
要
な

時
期
に
稚
エ
ビ
を
確
保
で
き
る
よ
う
ハ
ッ
チ

ェ
リ
ー（
稚
エ
ビ
の
孵
化
場
）
と
生
産
者
を
つ
な

ぐ
な
ど
と
い
っ
た
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
急
速
な
都
市
化
・
工
業
化

に
よ
る
地
域
環
境
の
悪
化
も
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
自
然
の
力
を
活
か

し
た
「
粗
放
養
殖
」
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
環
境
を
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
地
域
環
境
に
対
す
る
生
産
者
の
危
機
意

識
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

東
ジ
ャ
ワ
州
の
エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
の
生
産
者

と
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
の
職
員

は
、
今
後
も
持
続
的
に

エ
ビ
の
養
殖
に
取
り
組

ん
で
い
け
る
環
境
を
維

持
す
る
た
め
に
、
２
０

１
２
年
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
と
い

う
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
立
ち

上
げ
、
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
は
地
域
で

の
石
け
ん
普
及
運
動
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植

林
な
ど
と
い
っ
た
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
特
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
が

エ
コ
シ
ュ
リ
ン
プ
産
地
に
隣
接
す
る
村
で
行

っ
て
い
る
ゴ
ミ
回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
急
速
に
都
市
化
が
進

み
、
住
宅
地
や
工
場
が
増
え
る
一
方
で
、
行

政
に
よ
る
ゴ
ミ
回
収
の
仕
組
み
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に

問
題
意
識
を
持
っ
た
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー

は
、
村
内
に
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
、
回
収
す
る

仕
組
み
を
自
分
た
ち
で
作
り
ま
し
た
。
今
で

は
活
動
の
一
部
が
地
域
の
行
政
に
引
き
継
が

今回は変わり種で、コロナ禍で海外出張に行けないATJスタッフが恋
しく感じている産地の人・モノ・コトを紹介します。

フィリピン◎氷入りビール
仕事終わりのキンキンのビールは最高のひと時ですが、フィリピンでは
生ぬるいビールが出てくることも。そんな時は氷を入れて飲みます。最
初は「ビールに氷?!」と思いましたが、慣れると普通に飲めるものです。
また氷が入ったビールで乾杯したいですね。（黒岩）
ラオス◎ビアラオ
出張で何が楽しいって、
現地語の喧騒の中で地元
民に愛されている酒が飲
めることです。ラオスが
誇るビアラオは、口当た
りが軽くTPO問わずゴクゴク飲め
る逸品。1本100円程度と安い上に
近年はラインナップも拡充しており、

《全種類制覇》という無駄な男のロ
マンまで満たしてくれる、ラオス出
張の醍醐味なのでした。（若井）
ラオス◎コーヒー生産者のお母さんのお昼ご飯
近くの川で捕った魚や、鶏肉、鹿肉、ヤギ肉、ときにはリス肉（！）等々、
揚げたり焼いたりスープにしたり、料理上手なお母さんたちのご飯に

「セェープ（ラオス語で『美味しい』）」をいつも連呼していました。「お
腹いっぱいで眠くなった」と言うと枕を差し出してくれるあったかいお
母さんも恋しい！（酒井）
パレスチナ◎街の匂い
爽やかなカルダモンの香り立つアラビアコーヒー。フルーツやミントと
いったフレーバーが付いた水たばこ。小さなお店が並ぶ市場（スーク）
を抜けるとイエス・キリストのお墓がある聖墳墓教会。そこに漂う乳香
の高貴な香り。エルサレム旧市街のエキゾチックな匂いがたまらなく恋
しい。（小林）

産地に行けないATJスタッフが
恋しいもの！

れ
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
取
り
組
み
へ
と
発

展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
の
活
動

に
触
発
さ
れ
た
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
生
産
者
た
ち

は
、
２
０
２
０
年
に
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
と
い

う
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
環
境

問
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
始
め

ま
し
た
。

　

様
々
な
変
遷
が
あ
っ
た
30
年
間
、
エ
コ
シ

ュ
リ
ン
プ
の
養
殖
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
粗

放
養
殖
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
生
産
者
、

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま

す
。
■

エコシュリンプ事業
30年間の歩み
黒岩竜太／くろいわ・りゅうた
㈱オルター・トレード・ジャパン 商品部

ゴミの回収。（シドアルジョ）

プラヤンを使った収獲。（シドアルジョ）

◀ビアラオ
▼ラオスのお昼ご飯

冷凍工場でのサイズ選別作業。
（シドアルジョ）



編集後記

15 142022.02.01   HALINA 48 2022.02.01   HALINA 48

2022年2月号　vol.02-no.48
2022年2月1日発行

HALINA

今号の特集記事は、梨の木ピースアカ
デミー（NPA）の共同代表を務められ

ている上村英明さんにお力をお借りして完成
させることができました。APLAもNPAの
第２期（2020年10月開始）から共同開催の講
座を担当していますが、今回の特集テーマで
ある先住民族の権利しかり、憲法、朝鮮戦争、
沖縄、福島、アジア、ジェンダー、環境、多
文化共生…と非常に多様なテーマについての
講座が展開されています。過去の講座もアー
カイブされており、有料会員に登録すると全
講座が見放題になるという仕組みもあるので、
ご興味がある方はぜひ「PAFLEX」で検索
してみてくださいね。（野川）

事務局の動き（2021年7月～2021年12月）

7月
10月

1日～
10日

クラウドファンディング「農民による土地の取得｜農民として自立するための契機と経験を創出し続けたい！」に
取り組みました。

7月 1日 BMW技術協会の若手幹事会に寺田が出席しました。

7月 3日、
4日

東ティモールフェスタ2021に実行委員団体として参加し、3日にはATJほか2団体と共同で「東ティモールコー
ヒーを支える、東ティモール人スタッフによる特別座談会」を開催しました。

7月 5日 グリーンコープ生協おおさかによるオンライン学習会「ミンダナオ島の自然と環境、人々のくらしを守ろう！ -」
で野川が講師を担当しました。

7月 12日 愛知県知多でのバナナ学習会（オンライン）で野川がお話をしました。

7月 15日 日本大学国際協力部で寺田が講義をしました。

7月 19日、
21日 「東ティモールの映画を観て語る会」をオンラインで開催しました。

7月 25日 日本大学で「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップを開催しました。

7月 28日 BMW技術協会の若手幹事会に寺田が出席しました。

7月 29日 「バナナ農家のくらし」と題して、藤沢市善行公民館での講義を寺田が担当し、KF-RCとのオンライン交流もしました。

8月 2日 佼成学園女子高等学校のスーパーグローバル授業を野川が担当しました。

8月 4日～
6日 KF-RC土地取得カンパの説明のために寺田が関西へ出張しました。

8月 10日 パルシステム連合会産直委員会にて寺田がバランゴンバナナの民衆交易についての話をしました。

8月 25日 BMW技術協会の若手幹事会に寺田が出席しました。

8月 27日 2021年度トヨタ財団国際助成プログラム連続オンラインセミナー「国際協働プロジェクトの倫理と論理を考え
る」第2回「場の創り方」に理事の箕曲さんと事務局の野川がスピーカーとして参加しました。

8月 28日 NPO法人地球の木にて寺田が民衆交易とKF-RCの活動説明会をし、KF-RCとのオンライン交流も実施しました。

8月 29日 フェアトレードショップ風”s主催のバナナ学習会（オンライン）で野川がお話しました。

9月 1日 「パレスチナの声を聴く」連続オンラインセミナー　第1回「ガザ攻撃による被害と復興支援、そしてオリーブオ
イルの民衆交易」をATJと共催しました。

9月 4日 オンライン『ハリーナ』やさしい読書会を開催しました。

9月 23日、
25日 「ぽこぽこバナナ・マーケット―食べて知ってわくわくする2日間―」をhako gallery（東京・代々木上原）で開催しました。

9月 28日 「パレスチナの声を聴く」連続オンラインセミナー　第2回「パレスチナにおける食料主権を取り戻すために」を
ATJ、日本国際ボランティアセンター（JVC）と共催しました。

10月 16日 梨の木ピースアカデミー「PAFLEXⅢ｠公開記念イベント2days」で野川がカカオの民衆交易についてお話しました。

10月 25日 グリーンコープ共同体fromネグロス学習会がオンラインで開催され、野川と寺田が講師として参加しました。

10月 26日 明星大学で野川がオンライン講義を担当しました。

10月 29日 ぽこぽこバナナプロジェクトでバランゴンバナナのリパック作業の見学にユーパッケージを訪問しました。

10月 30日、
31日 本誓寺（東京・清澄白河）で移動カフェ車を出しました。

11月 4日～
26日

グリーンコープfromネグロスセミナーが、みやざき、おかやま、長崎、さが、おおさか、ふくおか、島根、ひろしま、
やまぐち、ひょうご、くまもと、かごしま、おおいたの13か所でオンライン開催されました。

11月 5日 パルシステム埼玉　知ろう！エシカルテーマグループ主催のマスコバド糖学習会で野川が講師をつとめました。

11月 5日 BMW技術協会の若手幹事会に寺田が出席しました。

11月 11日 りそなアジア・オセアニア財団環境シンポジウムに野川が登壇し、インドネシアKONTINUの活動について講演しました。

11月 22日 生活クラブ京都エル・コープの学習会で寺田が講師をつとめ、KF-RCとのオンライン交流もしました。

11月 22日 ATJ主催のオンライン企画「マスコバド糖ができるまで～産地とオンラインでつながろう！～」開催に協力しました。

11月 23日 アーユス仏教国際協力ネットワーク、シャプラニール、パルシックと共催のイベント「もっと知りたい！アジアン
コーヒー」を経王寺（東京・新宿）で開催しました。

11月 24日 BMW技術協会の若手幹事会に寺田が出席しました。

11月 27日 「第3回仏っとけない市場」に移動カフェ車で出店しました。

11月 30日 第30回ＢＭＷ技術全国交流会に寺田と野川が参加しました。

12月 3日 パルシステム埼玉平和募金贈呈式（オンライン開催）に野川が出席しました。

12月 3日 きのくに国際高等専修学校の生徒さんがAPLA事務所を訪問、カカオの民衆交易について野川がお話をしました。

12月 5日 筑波大学の社会・国際学群チュートリアルプログラムのオンライン公開講演会で野川が講演しました。

12月 5日 世界人権デーウェビナー「フィリピンの人権弁護士はなぜ殺されたのか？～ 正義を求める現地からの声」をアジ
ア・太平洋人権情報センター、国際環境NGO FoE Japan、立教大学異文化コミュニケーション学部、アジア太平洋
資料センター（PARC）と共催しました。

12月 6日 生活クラブ滋賀の学習会で寺田が講師をつとめました。

12月 13日 明星大学で野川がオンライン講義を担当しました。

12月 16日 目白大学で野川がオンライン講義を担当しました。

12月 17日 埼玉大学で寺田が講義しました。

12月 29日～ 冬季休業
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Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
で
は
、
２
０
２
１
年
度

の
総
会
を
経
て
、
流
通
の
過
程
で
規

格
外
と
な
っ
て
し
ま
う
バ
ラ
ン
ゴ
ン

バ
ナ
ナ
の
有
効
活
用
を
検
討
・
試
行
・

具
体
化
す
る
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ぽ
こ
ぽ
こ
バ
ナ
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
届
く
バ
ラ
ン
ゴ

ン
バ
ナ
ナ
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
に

頼
ら
ず
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

分
育
て
る
の
に
手
間
が
か
か
る
た
め
、

生
産
者
は
多
く
の
労
力
を
か
け
丁
寧

に
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
価

値
の
あ
る
バ
ナ
ナ
が
一
部
、
皮
が
少

し
黒
く
な
っ
て
い
た
り
、
傷
が
あ
っ

た
り
す
る
だ
け
で
、
未
利
用
の
ま
ま

廃
棄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
量

は
か
な
り
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
ら
を
処

分
す
る
費
用
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。

「
ぽ
こ
ぽ
こ
」に

込
め
ら
れ
た
意
味

　
「
ぽ
こ
ぽ
こ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
名
前
に
は
、
バ
ナ
ナ
の
有
効

活
用
を
考
え
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
様
々
な
と
こ
ろ

で
、「
ぽ
こ
ぽ
こ
」
と
自
然
に
生
み

出
さ
れ
、
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
の
民

衆
交
易
や
食
品
ロ
ス
の
状
況
に
対
す

る
認
識
が
広
ま
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
つ

の
「
ぽ
こ
ぽ
こ
」
の
動
き
は
小
さ
く

て
も
、
そ
の
１
つ
の
動
き
が
新
た
な

人
や
活
動
を
つ
な
げ
、
大
き
な
「
ぽ

こ
ぽ
こ
」
が
生
じ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　「
ぽ
こ
ぽ
こ
バ
ナ
ナ・マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
初
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
２
０
２
１
年
９
月

に
東
京
都
内
で「
ぽ
こ
ぽ
こ
バ
ナ
ナ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
、
た
く
さ

ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
様
々
な
お
店
と

連
携
で
き
た
こ
と
、
廃
棄
さ
れ
て
し

ま
う
規
格
外
未
利
用
バ
ナ
ナ
を
使
っ

て
新
た
な
商
品
が
作
れ
た
こ
と
、
多

く
の
方
と
活
用
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
シ

ェ
ア
で
き
た
こ
と
な
ど
で
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
伝
え
て
い
く
た
め
の

ツ
ー
ル
や
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
今
後
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
広
が
っ
て
い
く
可

能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

リ
パ
ッ
ク
の
現
場
へ

　

２
０
２
１
年
10
月
、
千
葉
県
に
あ

る
ユ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
訪
問
。
そ
こ

で
は
、
バ
ナ
ナ
の
リ
パ
ッ
キ
ン
グ
作

業
、
仕
分
け
作
業
な
ど
を
見
学
す
る

と
と
も
に
、
実
際
に
廃
棄
さ
れ
て
し

ま
う
バ
ナ
ナ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
黒
い
部
分
や
傷
が
多
い
と
正

規
品
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。
除
外
さ

れ
た
バ
ナ
ナ
を
見
る
と
確
か
に
一
般

で
の
販
売
は
難
し

い
と
思
わ
れ
る
も

の
の
、
捨
て
る
の

は
も
っ
た
い
な
い

と
感
じ
る
バ
ナ
ナ

ば
か
り
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
バ
ナ

ナ
が
複
数
の
か
ご

に
入
れ
ら
れ
積
ま

れ
て
い
ま
す
。
情
報
と
し
て
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
積
ま
れ
た

様
子
を
見
る
と
シ
ョ
ッ
ク
で
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
想
い
を
強

く
し
ま
し
た
。

現
状
と
今
後
の
展
開

　

こ
れ
ま
で
に
６
回
ほ
ど
オ
ン
ラ
イ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
は
様
々
な
有
効
活
用
の
案
を

出
し
合
い
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
方

法
を
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
イ

デ
ィ
ア
に
は
、
レ
シ
ピ
開
発
、
様
々

な
施
設
へ
の
提
供
や
連
携
、
皮
を
活

用
し
た
液
肥
作
り
な
ど
多
数
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
す

で
に
少
し
ず
つ
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ル
シ
ェ
に
出
店
し
て
バ
ナ
ナ
ケ
ー

キ
を
販
売
し
た
り
、
バ
ナ
ナ
カ
レ
ー

や
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
商
品
開

発
を
連
携
し
て
進
め
た
り
、
規
格
外

未
利
用
バ
ナ
ナ
の
学
習
会
を
開
い
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

「
ぽ
こ
ぽ
こ
」
を
生
み
出
し
て
い
く

と
と
も
に
、
多
く
の
方
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
ツ
ー
ル
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。（
福
島
智
子
／
Ａ
Ｐ

Ｌ
Ａ
事
務
局
）■

ぽ
こ
ぽ
こ

バ
ナ
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

動
き
出
し
て
い
ま
す
！

番
外
編

ぽこぽこバナナマーケット会場で集まったア
イディア。

ユーパッケージでリパック作業の様子を見学。

■こちらの動きもフォローお願いします！
梨の木ピースアカデミー×APLA共催講座「村井吉敬の小さな民からの発想」
Part.3（7月～10月）：講師は、福家洋介さん、宮内泰介さん、鈴木隆史さん、中谷文美さん、幡谷則子さん、 渡辺
直子さん、Part.4（11月～1月）：講師は、谷山博史さん、日下部尚徳さん、長津一史さん、 特別企画「イワシと村井、
民の生活の力と平和思想を歩く」開催（8/19）

ぽこぽこバナナプロジェクト
オンライン・オープンセミナー開催（7/14）、ミニマルシェ＠ばしょう菜出店（7/23、8/22、9/26、10/31、
11/28）、ユーパッケージ訪問（10/29）、「イロドリ」出店（10/30）、バナナカレー試食会開催（8/29、11/20）



APLAでは、会員（年会費5,000円）の他、サポーター制度を導入し、「マンスリーサポー
ター」と「APLAサポーター」を募集しています。詳しくはwebsiteをご覧ください。リ
ーフレットが必要な方には郵送いたします。

APLAの活動を応援してください。

APLA事務局にご連絡いただくか、下記のwebsiteからお申し込みください。
QRコードからもアクセスできます。
https://apla.secure.force.com/

問い合わせ・お申し込み

月々 500円からサポーターになって
APLAとつながる！
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日下部尚徳／くさかべ・なおのり
立教大学教員

撮影場所

バングラデシュ
 Bangladesh

01	�������������井戸で水を汲む子どもたち。水汲みは子
どもの大切な仕事。

02	�������������魚をとるための小舟。バングラデシュの
ハティア島の人びとにとって漁は大切な
生活の糧。

03	�������������米を蒸す女性。バングラデシュではとれ
た米を一度蒸してから保存する。

04	�������������サイクロンで破堤した堤防に橋をかけ
て渡る子どもたち。
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